
書式第 12号 (法第28条 関係 )

事業報告用

2022年度 事業報告書

拉農担当晰整脳込L_二拡腱繁田L_

1事業の成果
2022年度の (1)NPO等 支援事業、(2)2枚目の名刺普及・啓発活動事業の取り組みは以下の通りです。

(1)NPO等支援事業
本事業では、前年度に引き続き、社会人とNPO等の団体が一緒になつて団体の事業推進に取り組む「サポート
プロジェクト」を主な活動として行いました。

2022年 度に取り組んだサポートプロジェクトは23件、活動に参加したプロジェクトメンバーは128人となりま
した(詳細は「2.事業の実施に関する事項」を参照)。

コロナ禍を踏まえオンライン中心での実施となりました
が、過年度より取組んできたオンライン取組みのノウハウを生かし、取組み件数も21年度対比+7件の増
加となりました。

2022年度は、前年同様コロナの長期化により、引き続きCommonRoom及 び各プロジェクト取り組みもオン

ライン中心で実施しました。オンラインでのコミュニケーション手段、プロジェクトの進め方を工夫することで、
プロジェクトの質を落とすことなく、パートナー団体の事業推進に資する取り組みとして継続。また、昨年度
に引き続き、参加者の居住地にかかわらず、サポートプロジェクトヘの参加が可能とする形を継続しまし
た。こうした中、パートナー団体の活動現場に直接足を運び、実情を体感することが一層の取組推進につ

ながると判断したサポートプロジェクトでは、現場の視察、関係者との対話も併用。居住地域や移動制約を
チーム内の役割分担などの工夫で乗り越え、オンライン+オフラインのハイブリット型のサポートプロジェク
トの取組みを継続しています。

サポートプロジェクトの運営体制については、サポートプロジェクトの企画・運営、またパートナー団体と社
会人チームをつなぐ役割を担う「サポートプロジェクト・デザイナー」を募集、増員。現在、サポートプロジェク
ト経験者を中心に、27名 がサポートプロジェクト・デザイナーとして活動。定期連絡会を通じて、サポートプロ

ジェクト・デザイナーに対して、サポートプロジェクト運営ノウハウの共有、スキル向上に取組んでいます。

【
】
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□ サポートプロジェクトが生み出す社会人、NPO等の変化について、サポートプロジエクト自体の改善につな
げるとともに、取組みの対外発信を行うため、プロジェクトに参加した社会人、NPO等の団体に対し、定性・

定量のアンケートを実施しています。参加した社会人(20-22年 286人調査)からも「自分が変化・成長した」
と感じた方が93%、「参加してとても良かつた」との声を大変多くいただいています。また、パートナー団体 (

20-22年47団体)からは、サポートプロジェクトの成果に対して満足度76%、 社会人の活動やデザイナーの

活動にも高い評価をいただきました。また、今後も関係者の声を反映しながら、より質の高い活動をしてい

きます。

(2)2枚 目の名刺普及・啓発活動事業
● 本事業では、①社会人やNPO、 企業、行政の出会う場「Common Room」の開催、団体の活動を広く知つ

ていただく「二枚目の名刺ってなんなん?活動説明会」やメンバーによる座談会イベント②2枚 日の名刺と
いうスタイルの発信のためのオウンドメディア「2枚目の名刺Webマガジン」の運営に取り組みました。

(Common Room+団 体活動説明会)

● 2022年度に開催したCommon Roomは 8件、参加者はのべ143人となりました。 また、「二枚目の名刺」
の活動を広く知つて貰うため、「二枚目の名刺つてなんなん?団体活動説明会」を22年 1月 から毎月実施。23

年2月 までに計14回、述べ342名 の方々に参加いただいています。また、その他にもメンバーやNPOの実

際の取り組み事例をご紹介するイベントも2回実施し、それらを加えると、403名 の方に団体の活動内容をお

伝えすることができました。また、これらの説明会に参加いただいた方の中から、凡そ10-20%の方がサ

ポートプロジェクトに参加する流れができつつあり、弊団体のビジョン達成に向けて、今後も継続してまいり

ます。



(二枚目の名刺ラボ)

● サポートプロジエクトの質を高めるためこれまでのサポートプロジエクトの経験、知見を集約した「サポートプ
ロジェクト■ps」を取りまとめ。二枚目の名刺内での活用に加え、外部へのノウハウ提供の準備を進めまし
た。先般地方のNPO推進団体より、弊団体の「サポートプロジェクトの地方版」を実施したい旨ご相談があ
り、ご説明いたしましたが、その内容の受入れ性が高い旨確認できました。今後はこの活動も進める方向で
具体的な枠組みの検討に入つています。

(その他)

0 2021年 8月 より、毎月メールマガジン「二枚目通信」を発刊。二枚目の名刺の取組みのご紹介、イベント開
催予定を、二枚目の名刺関係者、興味を持つてくださる方に届けています。

(2枚 目の名刺Webマガジン)

● 「2枚目の名刺」を持つ個人のストーリーやNPO二枚目の名刺の取り組みの情報発信メディアをして「二枚
目の名刺Webマガジン」を運営。ラボで取り組んだ研究成果のポイント、サポートプロジェクト事例に加え、

多様な2枚目の名刺を持つスタイルがあることを発信。より広い層へ2枚目の名刺というスタイルを拡げるこ

とに取り組みました。更に、21年 8月 から毎月1日 に、メールマガジン「二枚目通信」を発刊しています。

2事業の実施に関する事項
1
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事業費
(千 円)

事業内容 日時

NPO法人となりのかいご

Online

定款に記載
された
事業名

C)nline 4

Online 4

C)nline B

6

NPO法人SUPLIFE(サ
プライフ)

2022年
2月 ～4月

2022年
2月 ～4月

2022年
2月 ～4月

2022年
3月 ～5月

特定非営利活動法人ア
ンリーシュ

2022年
3月 ～5月

株式会社森未来(シンミラ
イ)

凝塞11警
=庁

NPO法人つくばアグリ
隅詔助言・支チャレンジ  ~

場所

(3)nline

従事者
人数

4

受益
対象者
人数

7,139



′ ( 2022年
3月 ～5月

ヨ コ Online

On‖ne

協会

株式会社イースマイリー
2022年

4月 ～6月

2022年
4月 ～6月

()nline 3

特定非営利活動法人
Co‖ ab:e

特定非営利活動法人あ
なたのいばしょ

2022年
7月 ～9月

Online

神戸みらい学習室
2022年

7月 ～9月
〈:)nline

NPO法人 日本ピースス
マイル協会

2022年
7月 ～9月

7

3

公益社団法人日本環境
教育フオーラム(JEEF)

特定非営利活動法人
NEWVERY(ニューベ .

リー)

→LEG:KA名称変更

2022年
4月 ～6月

C)nline 3

アップシードビーンズ株
式会社

2022年
5月 ～7月

Online 7

一般社団法人もも
2022年
5月 ～7月

Online 7

NPO法人日本バラ・パ
ワーリフティング連盟

2022年
6月 ～8月

C)nline 6

NPO Lino 2022年
6月 ～8月

C)n‖ ne 6

2022年
6月 ～8月

()nline 7

同

6

Online 7



〓思

一

任
リ

団体 ワンダイヤ 2022年
8月 ～10月

Online 5

一般社団法人 りむすび
2022年

8月 ～10月
Online 5

NPO法人 ハナラボ
2022年

8月 ～10月
C)nline 6

いろどリキヤリア
2022年

10月 ～12月
Online 7

NPO法人 ろ～たす
2022年

10月 ～12月
Online 6

株式会社An―Naha:(アン
ナハル)An‐ Nahallnc.

2022年
10月 ～12月

C)n:ine 6

2枚目の名刺音
及・啓発活動事
業(NPO等 での
助言・支援活動
等を通じた2枚目
の名刺を保有す
る意義の普及・
啓発活動)

2022′ 03′01

(火 )

C)n!ine 16 25

640

2022ノ 06ノ03

(金 )

〔)nline

27

2022′07′01

(金 )

Online



CR89
～自ら行動し 社会を
アップデートする～

2022′08′05
Online

(金 )

24 26

CR90
～さあ、自らの価値観を
揺さぶる冒険に向けて一
歩踏み出そう:～

2022′ 10ノ01

(土 )

On‖ne 28 32

第一回 二枚目の名刺つ
てなんなん?SPJ参加者
の声

2022年
1月 11日

(:)nline     33

【二枚目
プロ

ジェク
人の「

卜l

は つ つ

2022年
1月 30日

(:)nline     10

第二回 二枚目の名刺つ
てなんなん'SPJ参加者
の声

第二回 二枚目の名刺つ
てなんなん'SPJ参加者
の声



第九回 二枚目の名刺つ
てなんなん

'シ
ニア世代

からみた二枚目の名刺…
2022年
9月 23日

(:)nline     26 35

第十回 二枚目の名刺つ
てなんなん

'SPJデザィ
ナーからみた二枚目の名
束1

2022年
10月 29日

C)nline     20 28

2022年
11月 27日

(:)n!ine     37

第十二回  二枚目の名
刺つてなんなん' パラレ
ルキャリアについて語ろ
う2

2022年
12月 12日

(:〉n!ine     9

第十三回二枚日の名
刺つてなんなん'～私が
実践しているパラレル
キヤリア～

2023年
1月 28日

C)n!ine

2

載記
た
名

に
れ
業

款
さ
事

定
事業内容 日時

なし なし

場所
従事者
人数

事業費
(千円)

の



書式第 13号 (法第 28条関係 ) 事 業 報 告 用

令和4年度 活動計算書 (そ の他事業が上登場合)

受取利息 67

外注費
広告宣伝費
旅費交通費
その他諸経費

1,680,

755,

490,

193,

支払手数料
倉庫保管料
システム費
その他諸経費

０

７

８

５

８

４

３

２

５

４

２

報酬



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和4年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

二枚 日の名刺

現金預金

仮払金

未収金 4,16

7,655.

18,

【A】 資 産 合 計 ①+② 7,677,

未払法人税等
預 り金

用

7,91

2,454,

356,

2_819_43`

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 7,677,



書式第 16号 (法第 28条関係 )

令和 4年度  計算書類の注記

2017年 12月 12日 最終改訂

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 三枚目の名刺

重要な会計方針
計算書類の作成は、 NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日

PヽO法人会計基準協議会)に よつています。

(1)棚 卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固 定資産の減価償却の方法

(3,引 当金の計 l:基準

t4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(3)消 費税等の会計処理

2.事 業別損益の状況

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

4.使 途等が制約された寄附金等の内訳

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

7.役 員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

該当なし

該当なし

該当なし

該
1`1な し

免税事業者に該当する為、税込方式によつています。

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

8
その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の按分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、支払報酬、旅費交通費については、従事割合に基づき按分 しています。

科 H NPO等支援事業
2枚 目の名刺普及

啓発活動事業
事業部門計 管理部門 合計

10,995,500
695.000
290,180

695,000
11,285,680

67

695,000
11,285,680

67

10.995.500 985.180 11.980.680 67

4,275,309
1,542,756
693,253
450,483

177_375 15.893

4,658,370
1,680,985
755,367
490,846

193_268

839,724

580,055
447,300
238,975
25.000

580,055
447,300
238,975
218_268

'_111_OA4
.139.177 639.659 7.778.836

2_131_f)月 4639、 6b9 7.778.836

.856.323 345、 521 4.201.844 -2.130.987 2.070.8o7

1 経常収益
1 受取寄附金
2 事業収益
3 その他収益
経常収益jl

II 経常費用
(1)人 件費

人件費言|

12)そ の他経費
支払報酬
外注費
広告宣伝費
旅費交通費
支払手数料
倉庫保管料
システム費
その他諸経費
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

利 目
計算書類に計上された

金額
内、役員との取引

内、近親者及び支配
法人との取引

132,0005,498,094

5.498.094 132,00(

2,454,922 132,000

,_4ら 4_922 1:〕 2_(

t枯勤計鼻吾リ
支払報酬

活動計算書計

(貸借対照表 )

未払費用

貸倍対照表計

その他の事業に係る資産の状況 該当なし



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 4年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 二枚 日の

堂付
・ :円

科 金   和 ′lヽ    言十

`や

    言+

楽天銀行普通預金

三井住友銀行袢通預金

6,732,746

922,536 7,655,282

18,378仮払金

【A】 資 産 合 計 ①+② 7,677.827



書式第18号 (法第28条関係)

2022年度年間役員名簿

事業報告用

(前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並びに
これらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特 申」L営剰 活動 法 人 目の名刺

1確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係 )

口各役員について、親族の規定に違反していません。(法第21条関係 )

2役 員一覧

役名
どちらかに○

(フ リガナ)

氏名

ヒロ ユウキ

廣 優樹

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)

2022年  4月

2023年1 3月

111

31日

年 月

月年 日

2022今i 4月

2023年  3月

l ll

31日

年 月

月

||

年 日

1・

豊1手:F監事

'岬1■ノ監事2

ミナミ アキユキ

南 章行

/″ …‐ヽ

1碑
1電ず監事

オオヤマ ミノリ 20224「

2023年

4月  11」

3月  31日

年  月  ll

年  月  日大山 みの り

五

ェ

r´ ‐`
ヽ

理事贅署事レ
:

タキク
゛
チ トオル 20224「 _

2023年

4月  1日

3月  31日

年  月  ||

4二   月   日瀧 口 徹

理事 。監事

年 月

月

‖

日年

年

年

月

月

ll

日

理事・監事

年 月

月

日

日年

年 月

月

||

ロ年

7 理事・監事

8 理事・監事

9 理事・監事

10 理事・監事

年  月  「l

年  月  ロ

11

年

月

月

||

ロ

年

年

月

月

FI

:|

イ
li

午

月

月

‖

「I

年

年

月

月

11

卜l

年

年

月   ||

月   ||

イ
li 月

月

ll

年

年

年

月

月

||

||



設立摯事業報告用書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人 二枚目の名刺

氏   名

1

質 優樹

2

南 章行

3

大山 みの り

4

白石 和彦

5

辻浦 博吉

０
９

将

田 宏美
０
０

9

10

ヶ江

11

香

12

富田 望



誠 也

13

田 明香

14

昭宏

15

輝 人

16

17

山田 翔吾

18

山内 優

19

濱村 和生

20

ヒ川

21

田 憲一

正 幸

宏

薫平

祐樹

田 圭

22

23

24

25

26

27

大澤 美紀

28

‖1村 明啓

29

荒井・ 啓

30

匡



31

治郎

32

冨谷 ―紀

33

角町 運哉

34

屋美 敬之

35

土橋 留那

千鶴

36

37

好吹

智哉

38

39

40

41

42

庄司 幸平

43

44

谷村 賢治

田

45

あつ子

46

47

48



49

堀 息子


